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読み方は「ナーブネット」
生物の神経システム
「Nerve」から命名

早期警戒警報

津波監視災害時コミュニケーション

防犯監視カメラ
安心・安全
システム

NerveNet基地局

河川水位警報

網目状のネットワーク
(メッシュネットワーク)

切れにくい
網目状のネットワーク

インターネット
無しでも使える

障害に強い
分散システム

災害時には・・・

携帯電話がつながらない インターネットにつながらない

災害時でも使える“柔軟な”ネットワークを研究しています

解決するため
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NerveNetの構成要素

デジタル田園都市国家戦
略推進交付金にて拡張

（R4年度）

衛星通信システム

Ethernet

NerveNet基地局ソフトウェア搭載ユニット

停電対策ユニット

蓄電2KWh 22kg

LAN6ポート装備

PoE電源ユニット

屋外広帯域無線機

IDU

AC電源出力
6ポート装備

同軸

392mm×279mm×323mm

・100W 寸法: 1062 x 530 x 35 mm
・IP67 防水標準 MC4コネクタ付き
・発電目安 300W～400W
・専用架台
・コード延長対応用MC4コネクタ（別添）

収納

工事設計認証（技適） 201-190956
5,6GHz 23dbi

太陽光パネル
商用電源

W470×D650×H598mm

屋内 無線LAN AP

屋外 無線LAN AP

屋外用Ethernet

和歌山県白浜町における実装事例

NerveNetソフトウェア
（dockerコンテナで提供）

ISD-O370（Lanner社製）

NCA-1510（Lanner社製）

NA362（Axiomtek社製）
Raspberry Pi

基地局ソフトウェア

運用管理用ソフトウェア

NerveNet基地局装置

平時から観光客向けの公衆無線LANサービスと、拠点間の連絡手段として活用。フェーズフリーで災害時非常通信手段としても利用。

NerveNetでできること

ｚ

!

!

Internet

Internet

電話 、メッセージ

自律経路切替え

マルチキャスト

ローカルなデータ共有VPN と マルチゲートウェイ

分散データベース

公衆網からセキュアな
VPNを構築する機能や、
複数のインターネット回
線との接続が可能.

装置内の分散データベー
スを用いたサービスによ
り、インターネット接続
無しにローカルで情報共
有アプリケーションを提
供可能

装置内の分散データ
ベースのデータ同期機
能を用いて、プッシュ
機能を備えた一斉同報
機能を提供

サーバレス、インター
ネット接続無しで実現

リンク切断を検知すると、
複数のVLANパスから高速
にパス切り替えが可能

ｚ

ネットワークスライシング
・公衆網や自営網などの物理ネットワーク
上に論理ネットワーク（スライス）を動的
に構成可能
・スライス毎に死活管理や構成変更を一元
管理

Free Wi-Fi 

公共サービス
インフラ監視

自治体イントラ

同じ物理NW資源を共用

LoRaメッシュ
ネットワークSDK

ソフトウェアライセンス

オープンソースソフトウェア

市販ハードウェア

基地局システムは市販の装置を組み合わせて構成

PoEスイッチ

屋外用Ethernet
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